
このタイムリーは日本共産党の政策や訴えを掲載したもので、選挙期間中も自由に配れます。

２０１２年３月号外 発行／日本共産党大子町委員会 連絡先／矢田３２５－９ 電話．Ｆａｘ （７２）３７８８

水
、
電
気
、
道
路
の
寸
断
な
ど
被
災
状
況
の
情
報
が

町
民
に
伝
わ
ら
な
い
事
態
が
お
こ
り
ま
し
た
。

近
隣
市
町
村
で
は
す
で
に
実
施
し
て
い
る
防
災
無
線

（
戸
別
受
信
機
）
の
設
置
を
も
と
め
ま
す
。
町
内
の
業

者
に
発
注
す
れ
ば
町
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

独
自
に
放
射
能
測
定
器
を
購
入
し
、
住
民
と
と
も
に

測
定
調
査
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
町
に
も
き
め
細
か
い

測
定
を
も
と
め
て
き
ま
し
た
。

「
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
」
へ
の
指
定
を
申
請
し
、

国
の
責
任
で
除
染
さ
せ
ま
す
。
農
業
被
害
の
全
面
補

償
を
も
と
め
ま
す
。

大
子
町
の
国
保
税
は
一
人
あ
た
り
８
万
７
２
６
２

円
。
国
・
県
の
補
助
金
増
額
と
一
般
会
計
の
繰
り
入
れ

を
ふ
や
し
、
値
下
げ
を
も
と
め
ま
す
。

濃
き
高
齢
者
医
療
制
度
は
７
５
歳
以
上
の
高
齢
者

を
家
族
の
保
険
か
ら
切
り
は
な
し
、
医
療
内
容
も
差
別

す
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
の
廃
止
と
医
療
費
の
負
担

軽
減
を
も
と
め
ま
す
。

日
本
共
産
党
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
で
、

子
育
て
支
援
の
一
番
の
要
求
は
学
童
保
育
の
実
施
で

し
た
。
小
学
校
ご
と
の
実
施
を
も
と
め
ま
す
。

地
元
の
建
設
業
者
や
木
材
を
活
用
す
れ
ば
、
町
が

一
定
額
を
助
成
す
る
制
度
。
県
内
で
も
多
く
の
市
町

村
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
町
民
は
負
担
が
減
り
、
業
者

は
仕
事
が
ふ
え
る
と
好
評
で
す
。

東
海
第
二
原
発
も
海
水
ポ
ン
プ
が
壊
れ
、
あ
わ
や

大
惨
事
に
な
る
と
こ
ろ
で

し
た
。
「
原
発
ゼ
ロ
」
を
大

子
町
か
ら
発
信
し
ま
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
・
普
及
を
す
す
め
ま

す
。

震
災
か
ら
一
年
、
隣
の
福
島
県
で
は
１
５
万
人
の
方
々
が
住
み
な
れ
た
家
を
は
な
れ
、
仮
設
住
宅
で
く

ら
し
て
い
ま
す
。
大
子
町
も
大
き
な
被
害
に
あ
い
、
放
射
能
汚
染
の
不
安
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
復
旧
・
復
興
を
は
じ
め
、
放
射
能
か
ら
子
ど
も
と
地
域
を
守
る
た
め
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

前回、健康上の理由でバ

トンタッチしました。かけ

がえのない日本共産党の１

議席、なんとしても押し上

げてください。

日本共産党元町議 しば 清

町長が変わるとコロッと

態度を変える議員では困

ります。町政のチェック役

として奮闘してほしい。

下野宮在住 大森 正喜

公約にかかげた中学校ま

での医療費無料化、携帯

電話の通信網整備など新

人議員ながらよくがんば

りました。

池田在住 武石絹枝

日本共産党の議員は自分

の測定器で我が家の放射

能を計ってくれました。放

射能の心配のないもとの

大子町にしてください。

上岡在住 仲沢 悦子


